
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　予定

平成29年度　予定 平成30年度　予定

平成31年度　予定 平成32年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２８年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 渡辺　勉

全体計画 経費区分 － 内線 3416

事務事業名 4169 林業振興対策事業

所　　属 150100 産業振興部・農林課

施　　策 05012200 森林の多面的機能の維持保全と共生

会計 01 一般会計
予算

科目 060301 農林水産業費・林業費・林業振興費
科目

事業 010000 林業振興対策事業

事業目的 事業概要・効果 

森林のもつ多面的機能を強化するため、森林の整備・ 林業振興に対し、森林のもつ機能の維持と保全と共生

作業道等の開設を行い、間伐材の搬出を促進する。 が図られる。

また、森林づくり推進支援金を活用して、間伐材製品

の設置により森林整備の必要性の啓発を行う。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　予

内

定

丸太柵工＝3段　2

部

4m 丸太柵工＝3段　

評

40m

ベンチ大　６台

価

　ベンチ折込　８台 ベ

【

ンチ大　６台　ベンチ

二

折込　３台

松くい虫伐

次

倒駆除　85本　60

】

.47㎥ 松くい虫伐倒

1

駆除　40本　30㎥

頁

 

平成29年度　予定

平

平成30年度　予定

平

成

成31年度　予定 平成

２

32年度　予定

８年度　行政評価事業別シート

実計対象 評価対象



1

正規職員 0.1 0.1
人員数

嘱託職員 0.3 0.3
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 720.8 720.8

人　員 嘱託職員 811.5 811.5

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 1,532.3 1,532.3

市民一人当たりの経費 0.1 0.1

総額 3,085.3 4,574.3

（単位：千円）

平成27年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費 0

消耗品（間伐材ベンチ）
11節 需用費 372

坂田山共生の森施設管理委託料、草刈等委託
13節 委託費 608

遊歩道丸太柵工
15節 工事請負費 297

県治山林道

内

協会負担金ほか
19節

部

 負担金補助及び交付

評

金 104

手数料　保険

価

料　自動車重量税
その

【

他 172

二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成27年度 平成28年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成27年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 無し

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成27年度 平成28年度

決　　　算 予　　　算

事業費 1,553 3,042

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 400 691

財 源 地方債 0 0

その他 1,000 1,640

一般財源 153 71



委

ているか

間伐材を活用

託

した木材製品の温もり

費

が伝わった。

坂田山共

1

生の森の整備により地

5

域に親しまれる身近な

節

里山として、多くの人

 

が集う場所となってき

工

た。
評   価

コメン

事

ト

・成果を落とさずに

請

コストを削減する方法

負

はあるか

効 率 性 ・

費

効率性向上に努めてい

1

るか やや向上

・使用料

9

などの受益者負担や補

節

助対象事業の範囲など

 

、財源確保の余地はな

負

いか

「坂田山共生の森

担

を愛する会」の自主運

金

営の努力による遊歩道

補

の整備や草刈りなどの

助

維持管理によりコスト

及

削

減ができた。
評  

び

 価

コメント

振り返り

交

（決算年度の取組み課

付

題）

間伐材を活用して

金

作成した丸太ベンチな

そ

どの木材製品の温もり

の

を感じることができた

他

。

坂田共生の森は「坂

Ｃ

田山共生の森を愛する

Ｈ

会」の会員の皆さんの

Ｅ

努力により地域に親し

Ｃ

まれる身近な里山にな

Ｋ

っている。

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成28

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

8節  報償費 0

11

平

節 需用費 0

坂田山共

成

生の森施設管理委託料

2

、草刈等委託
13節 

8

委託費 1,150

遊歩

年

道パネル柵整備工事
1

度

5節 工事請負費 48

当

4

県治山林道協会負担

初

金ほか
19節 負担金

予

補助及び交付金 875

算

その他 533

ＣＨＥＣ

　

Ｋ

個別評価

項目 評価観

事

点 評価内容

・市民の生

業

命・財産を守るため市

費

が実施することが必要

の

不可欠な事業であるか

内

・行政内部の管理運営

訳

上必要な事業であるか

主

必 要 性 ・市が主体

な

となり実施すべき事業

節

か 普通

・法的な根拠や

金

公的関与の妥当性はあ

額

るか

・目的は結果（施

内

策の目指す理想）に結

容

びついているか

県の森

8

林づくり支援金を活用

節

しての間伐材木材製品

 

と遊歩道の整備、準公

 

共施設の松くい虫伐倒

報

駆除を実施す

ることで

償

森林の持つ機能の維持

費

と保全を図ることがで

1

きた。
評   価

コメ

1

ント

・事業の成果は上

節

がっているか

・目標に

 

対する達成度は十分か

需

有 効 性 ・市民生活

用

上の課題解決に貢献し

費

ているか 有効

・行政内

1

部の管理上の課題解決

3

に貢献しているか

・事

節

業の目的が達成できる

 

ような事業内容になっ



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

森林づくり支援金を活用した間伐材の有効利用が図れ 森林のもつ多面的機能を維持、促進するた

内

め、森林整

た。 備や作

部

業道等の開設を行い、

評

間伐材の搬出を促進す

価

る

。また、森林づくり

【

推進支援金を活用した

二

間伐材製品

の設置等に

次

より、森林整備の必要

】

性の啓発を進める。

外

4

部評価

次年度以降の方

頁

向性

外部評価コメント

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


